































































Communications社 のZoomウ ェ ビ ナ ー や
ブイキューブ社のV-CUBEセミナー、Cisco 
Systems社 のWebEx Eventsな ど が あ る。






































































































ジ ナ ルWebサ イ ト（http://kenkou-kagaku.
net）内に「第15回EAPフォーラム専用サイ
ト」を開設した。この専用サイトにVimeo
の動画を埋め込み、Vimeoの動画はこの専
用サイト内でなければ再生できないように
設定した。これには前述のD）指定したドメ
イン（Webサイト）内でのみ動画再生を可
能とする設定ができる点が役立った。専用
サイトには、動画とともに講演スライドの
PDFファイルをアップロードし、参加者が
自由にダウンロードできるようにした。ま
た、フォーラムに対するアンケートを行うた
めに、Microsoft Formsを使用したWebアン
ケートフォームのURLを掲載した。そして、
この専用サイトにパスワードを設定して保護
した。参加者にはEAP事務局より専用サイト
のURLとパスワードをメールで通知した。
Vimeoには動画のパスワード保護機能が
あるので、個々の動画をパスワードで保護す
ることも可能であった。しかし、参加者が動
画を視聴する際に都度パスワードを入力する
のは不便であると考えた。そこで、個々の動
画をパスワードで保護するのではなく、パス
ワードで保護された専用サイトを設置し、指
定されたドメイン（Webサイト）内でのみ
動画再生が可能なように設定したのである。
これにより、参加者は専用サイト上で、都度
パスワードを入力する手間もなく、すべての
動画を視聴することが可能となった。
今回、フォーラム専用サイトを健康科学
科オリジナルWebサイト内に設置したこと
もあって、参加者の皆様に健康科学科につい
て知っていただくよい機会となったのではな
いかと考えている。
Ⅲ．振り返りと今後の課題
1 ．動画収録時に注意すべき点
講演の雰囲気を再現するために、パワー
ポイントスライドをスクリーンに投影し、講
演者の姿とスライドが同じフレームに収まる
ように撮影したが、そこでいくつかの課題が
見つかった。それは、スクリーン上に投影さ
れたスライドの見やすさの問題である。岩根
氏の講演の際に、会場のプロジェクターと
ノートPCとの相性（恐らくリフレッシュレー
トの問題）により、スクリーンに投影したス
ライドにモアレ（干渉縞）が発生していた。
動画編集時にモアレの除去・低減を試みたが、
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完全に除去することはできなかった。結果的
にスライドが見づらく、視聴者に不快感を与
えてしまった。尚、向井氏の講演の際には別
のノートPCを利用したため、同様のモアレ
は発生しなかった。プロジェクターとPCの
相性を制御することは困難であるため、今後
はスクリーンに投影されたスライドを撮影す
るのではなく、PC上のスライド画面を録画
する方法を採用すべきである。
2 ．作業とスケジュールの問題
今回のフォーラムは、新型コロナウイル
スの感染拡大状況を見ながら、どのような形
で開催するのかを検討してきた。オンデマン
ド型のウェビナー形式で開催することが決定
したのが11月中旬であった。その後、2020
年12月10日（木）に動画収録を行い、 4 日
後の12月14日（月）に動画を公開するとい
う非常にタイトなスケジュールであった。こ
の間に動画を編集し、それをVimeoにアップ
ロードし、専用サイトを構築する作業を筆者
が 1 人で行うこととなった。筆者は日常的
に動画を収録・編集しサーバーにアップロー
ドする作業や学科オリジナルWebサイトの
運用を行う作業を行っているので、作業自体
はそれほど難しいものではなかった。しかし、
編集した動画の書き出し（エンコード）と動
画のアップロードにはそれなりの時間が必要
である。例えば、PCの性能や動画の設定に
もよるが、60分の動画を書き出すのに60分
以上を要する。こうした作業は属人的であ
る。よって、今後同様の形式でフォーラムを
開催するのであれば、EAP研究所スタッフが
これらの作業スキルを身に付けることも必要
となってくる。
3 ．オンデマンド型によるフォーラム開催
　　の利点
動画の視聴履歴の分析結果やフォーラム
に対するアンケート結果から、オンデマンド
型によるフォーラム開催の利点が明らかと
なった。視聴履歴の分析結果からは、北海道
から九州にかけて幅広い地域からの参加者が
あったことがわかった。アンケート結果から
は、場所や時間に捉われず自分の都合に合わ
せて視聴することができる、再生を止めてメ
モを取ったり重要な部分を繰り返し再生した
りすることができるといった利点が明らかと
なった。また、次回もオンラインでの開催を
希望する声もあった。
Ⅳ．おわりに
今回のオンラインでのフォーラム開催を
通じて、オンラインで開催するうえでのノウ
ハウを蓄積することができた。また利点や欠
点、課題も明らかとなった。これらの経験を
今後のフォーラムや講演・セミナー・イベン
ト等にも生かしていきたい。
最後に、フォーラム開催にあたりご協力
いただいた講演者の岩根幹能氏と向井蘭氏、
そしてフォーラムにご参加いただいた皆様に
深くお礼申し上げます。
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